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７
月
23
日
、
第
23
回
兵

庫
県
借
地
借
家
人
組
合
本

部
の
定
期
総
会
が
市
立
小

田
地
区
会
館
で
50
名
を
越

え
る
参
加
者
で
開
か
れ
ま

し
た
。

司
会
に
丹
羽
事
務
局
次

長
、
議
長
に
中
島
常
任
理

事
を
選
出
、
田
中
組
合
長

が
一
年
間
の
経
過
と
課
題

に
つ
い
て
、
来
賓
紹
介
で

全
借
連
・
大
借
連
を
代
表

し
て
狩
俣
寛
敏
副
会
長
。

日
本
共
産
党
か
ら
徳
田

稔
、
松
村
ヤ
ス
子
各
尼
崎

市
会
議
員
が
参
加
、
代
表

し
て
庄
本
悦
子
県
会
議
員

か
ら
あ
い
さ
つ
を
受
け
、

尼
崎
革
新
懇
林
徹
二
事
務

局
長
を
紹
介
。

続
い
て
、

馬
野
さ
ん
が
堀
内
照
文
衆

議
院
議
員
、
東
借
連
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
代
読
、
尼
崎
生

活
と
健
康
を
守
る
会
、
全

日
本
年
金
者
組
合
尼
崎
支

部
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

経
過
報
告
で
は
、
一
年

間
で
60
件
の
相
談
の
内
訳

は
、
借
地
36
，
６
％
、
借

家
63
，
４
％
。
立
退
き
33
，

９
％
、
賃
料
18
，
３
％
、

敷
金
、
原
状
回
復
、
修
繕

問
題
と
続
い
て
い
ま
す
。

組
織
面
で
は
、
会
員
拡

大
で
は
、
組
合
員
と
賛
助

会
員
に
よ
っ
て
81
，
４
％

の
会
員
を
増
や
し
、
総
会

時
現
勢
３
０
８
名
を
達
成

し
ま
し
た
。
支
部
活
動
の

前
進
、
学
習
会
、
花
見
会
、

演
劇
鑑
賞
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
、
女
子
会
な
ど
に
取
組

み
ま
し
た
。

家
賃
補
助
署
名
目
標
２

５
０
０
筆
に
対
し
、
１
３

８
０
筆
、
安
保
法
制
（
戦

争
法
）
廃
止
署
名
４
９
５

筆
を
組
合
員
と
諸
団
体
に

呼
び
か
け
、
協
力
を
得
て

集
め
ま
し
た
。

方
針
で
は
、
組
合
員
が

主
人
公
・
魅
力
あ
る
組
合
・

支
部
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

１
、
新
聞
配
達
・
組
合

費
集
金
、
宣
伝
活
動
す
る

協
力
者
を
増
や
し
、
負
担

軽
減
を
め
ざ
し
ま
す
。

２
、
組
合
ニ
ュ
ー
ス
を

継
続
し
、
読
ん
で
タ
メ
に

な
る
楽
し
い
兵
庫
県
版
に

充
実
し
ま
す
。

３
、
既
存
の
３
支
部
活

動
の
充
実
と
新
し
い
支
部

づ
く
り
を
決
め
ま
し
た
。

４
、
相
談
者
の
要
求
実

現
・
掘
り
起
こ
し
に
努
め
、

組
織
拡
大
目
標
を
決
め
ま

し
た
。

５
、
要
求
に
基
づ
く
学

習
会
、
親
睦
会
の
開
催
、

女
子
会
の
継
続
を
決
め
ま

し
た
。

６
、
次
期
役
員
20
名
を

決
め
ま
し
た
。

全
議
案
を
審
議
し
拍
手

で
承
認
し
閉
会
し
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
和
田
副
組

合
長
の
紹
介
で
パ
ン
ト
マ

イ
ム
、
手
品
、
歌
あ
り
、

和
や
か
に
過
ご
し
、
会
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

「
組
合
に
入
っ
て
よ
か
っ

た
文
集
」
に
投
稿
さ
れ
た

9
名
か
ら
報
告
さ
れ
感
動

を
受
け
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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集
」
に
投
稿
さ
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た

9
名
か
ら
報
告
さ
れ
感
動

を
受
け
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

１

熊
本
地
震
の

募
金
活
動

今
年
４
月
14
日
に
熊

本
で
発
生
し
た
震
度
７
の

前
震
に
続
い
て
16
日
に
７
・

３
の
震
度
の
本
震
が
連
続

し
た
大
地
震
が
発
生
し
、

道
路
や
橋
や
多
く
の
住
宅

が
崩
壊
、
死
者
49
人
負
傷

者
１
６
０
０
人
、
住
宅
被

害
８
５
０
０
０
棟
を
数
え
、

余
震
が
連
続
し
て
お
り
、

地
震
か
ら
3
ヶ
月
で
2
千

回
に
せ
ま
り
、
多
く
の
被

災
者
は
家
に
帰
れ
ず
、
避

難
所
や
テ
ン
ト
や
車
中
で

の
生
活
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。

兵
庫
県
借
組
は
4
月
20

日
に
熊
本
地
震
の
被
災
者

支
援
の
た
め
に
、
緊
急
に

募
金
活
動
を
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅

北
口
で
14
名
の
組
合
員
と

役
員
が
一
人
一
人
募
金
箱

を
持
ち
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で

募
金
の
訴
え
を
行
い
ま
し

た
。募

金
活
動
も
短
時
間
に

も
か
か
わ
ら
ず
5
万
円
近

い
金
額
が
集
ま
り
、
組
合

全
体
に
も
ワ
ン
コ
イ
ン

（
５
０
０
円
）
募
金
の
訴

え
を
行
い
、
合
計
で
10
万

円
の
募
金
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

２
、
熊
本
地
震
の
被
災
者

に
お
見
舞
い
と
訪
問

7
月
15
日
に
田
中
祥
晃

組
合
長
と
、
和
田
壽
子
常

任
理
事
と
、
案
内
役
の
橋

詰
栄
恵
組
合
員
の
3
人
が

代
表
と
し
て
出
発
し
ま
し

た
。地

震
の
被
害
の
大
き
か
っ

た
益
城
町
の
バ
ス
に
乗
り

ま
し
た
。
バ
ス
は
益
城
町

の
入
り
口
で
ス
ト
ッ
プ
、

後
は
道
路
が
復
旧
し
て
い

な
い
た
め
、
町
役
場
が
運

営
す
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

待
ち
ま
し
た
。
そ
の
時
、

地
元
の
稲
本
司
法
書
士
か

ら
橋
詰
さ
ん
に
電
話
が
入

り
バ
ス
停
ま
で
迎
え
に
来

て
い
た
だ
き
、
益
城
町
の

被
災
地
を
案
内
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
益
城
町
に

入
っ
た
途
端
に
道
路
が
波

打
っ
た
よ
う
に
ワ
ゴ
ン
車

が
上
下
に
揺
れ
、
ま
る
で

サ
バ
ン
ナ
の
草
原
を
走
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

町
の
家
並
み
の
ほ
と
ん

ど
原
型
を
と
ど
め
て
お
ら

ず
、
軽
量
鉄
骨
の
建
物
も

倒
れ
、
鉄
骨
が
屋
根
を
突

き
破
り
、
む
き
出
し
に
な
っ

て
お
り
、
21
年
前
の
阪
神

淡
路
大
震
災
を
思
い
出
し

て
い
ま
し
た
。

３
、
救
援
募
金
を
渡
す

夕
方
、
熊
本
市
内
に
戻

り
、
「
く
ま
も
と
県
民
交

流
会
館
」
パ
レ
ア
（
鶴
屋

デ
パ
ー
ト
の
９
階
）
で
集

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
20
年
前

に
日
掛
金
融
（
年
１
０
９
．

５
％
の
高
金
利
）
の
被
害

が
大
量
に
発
生
し
、
被
害

救
済
に
弁
護
士
、
司
法
書

士
、
市
民
団
体
が
集
ま
り
、

救
済
運
動
に
私
（
田
中
）
、

や
橋
詰
栄
恵
さ
ん
も
支
援

活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
会
に
集
ま
っ
て
い

る
弁
護
士
や
司
法
書
士
が
、

熊
本
地
震
で
、
住
宅
の
被

害
相
談
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
人
た
ち
の
会
の
総
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
（
田
中
）
は
来
賓
挨

拶
、
組
合
で
集
め
た
震
災

救
援
募
金
を
直
接
手
渡
し

ま
し
た
。

集
会
後
、
参
加
者
約
30

名
で
懇
親
会
に
参
加
し
、

こ
こ
で
も
ス
ピ
ー
チ
を
行

い
、
熊
本
に
は
借
地
借
家

人
組
合
が
な
い
の
で
今
回

の
震
災
に
よ
る
住
宅
相
談

を
通
じ
て
借
地
借
他
人
組

合
を
作
っ
て
下
さ
い
と
発

言
し
ま
し
た
。

地
元
の
代
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の
司
法
書
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頑
張
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懇
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る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

待
ち
ま
し
た
。
そ
の
時
、

地
元
の
稲
本
司
法
書
士
か

ら
橋
詰
さ
ん
に
電
話
が
入

り
バ
ス
停
ま
で
迎
え
に
来

て
い
た
だ
き
、
益
城
町
の

被
災
地
を
案
内
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
益
城
町
に

入
っ
た
途
端
に
道
路
が
波

打
っ
た
よ
う
に
ワ
ゴ
ン
車

が
上
下
に
揺
れ
、
ま
る
で

サ
バ
ン
ナ
の
草
原
を
走
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

町
の
家
並
み
の
ほ
と
ん

ど
原
型
を
と
ど
め
て
お
ら

ず
、
軽
量
鉄
骨
の
建
物
も

倒
れ
、
鉄
骨
が
屋
根
を
突

き
破
り
、
む
き
出
し
に
な
っ

て
お
り
、
21
年
前
の
阪
神

淡
路
大
震
災
を
思
い
出
し

て
い
ま
し
た
。

３
、
救
援
募
金
を
渡
す

夕
方
、
熊
本
市
内
に
戻

り
、
「
く
ま
も
と
県
民
交

流
会
館
」
パ
レ
ア
（
鶴
屋

デ
パ
ー
ト
の
９
階
）
で
集

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
20
年
前

に
日
掛
金
融
（
年
１
０
９
．

５
％
の
高
金
利
）
の
被
害

が
大
量
に
発
生
し
、
被
害

救
済
に
弁
護
士
、
司
法
書

士
、
市
民
団
体
が
集
ま
り
、

救
済
運
動
に
私
（
田
中
）
、

や
橋
詰
栄
恵
さ
ん
も
支
援

活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
会
に
集
ま
っ
て
い

る
弁
護
士
や
司
法
書
士
が
、

熊
本
地
震
で
、
住
宅
の
被

害
相
談
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
人
た
ち
の
会
の
総
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
（
田
中
）
は
来
賓
挨

拶
、
組
合
で
集
め
た
震
災

救
援
募
金
を
直
接
手
渡
し

ま
し
た
。

集
会
後
、
参
加
者
約
30

名
で
懇
親
会
に
参
加
し
、

こ
こ
で
も
ス
ピ
ー
チ
を
行

い
、
熊
本
に
は
借
地
借
家

人
組
合
が
な
い
の
で
今
回

の
震
災
に
よ
る
住
宅
相
談

を
通
じ
て
借
地
借
他
人
組

合
を
作
っ
て
下
さ
い
と
発

言
し
ま
し
た
。

地
元
の
代
表
の
司
法
書

士
か
ら
そ
の
方
向
で
頑
張

り
た
い
と
決
意
表
明
が
あ

り
ま
し
た
。

懇
親
会
は
和
や
か
に
終

わ
り
、
翌
日
熊
本
市
内
の

被
災
の
現
場
を
見
る
た
め

熊
本
城
、
水
前
寺
公
園
、

熊
本
市
内
を
め
ぐ
り
、
夕

方
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。
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